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	１．運輸安全に関する最近の動き
	○「運輸安全マネジメント制度の現況について」を公表！

	２．現場だより
	○「運輸事業者危機管理セミナー」を開催しました！！

（東北運輸局）

	３．運輸安全取組事例の紹介
	○自ら考え行動するグループ会議活動の取組み

（事業者名：カリツー株式会社）
	○安全評価システムの活用により安全計画立案時に定量的な目標設定に取組む（事業者名：西日本空輸株式会社）


